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 沖縄県・慶良間（けらま）諸島の阿嘉島（あかじま）沖で６日夜、サンゴの一斉産卵があ

った。海底のサンゴから、卵と精子が詰まったピンク色の粒（バンドル）が無数に放出さ

れ、真っ暗な海中で粉雪のように舞った。  

 現場は、同島沿岸の水深２～３メートル。服田（は

った）昌之・お茶の水女子大准教授（進化発生学）ら

のグループが、直径３０センチの円錐（えんすい）形

のナイロン製ネットをサンゴにかぶせ、粒の採取を

した。  

 この日産卵したのは、サンゴ礁を形成する主要種

のミドリイシ類。オニヒトデによる食害や白化現象で

激減したサンゴ礁の再生に役立てるため、採取した

卵は阿嘉島臨海研究所（大森信所長）で稚サンゴに

育てる。１年半後には高さ５～７センチになり、海底

に移植する計画だ。  

 同島では７日夜にもミドリイシ類の産卵がある見

込み。  

無数に放出された卵と精子が詰まったピ

ンク色の粒が粉雪のように舞った＝６

日、沖縄県座間味村の阿嘉島沖で

沖縄県・慶良間諸島にある阿嘉島の位

置

1/1 ページasahi.com： サンゴ再生へ命の粒 沖縄・慶良間諸島 - サイエンス

2007/06/08http://www.asahi.com/science/update/0607/OSK200706070040.html


